






































































上代 中古 中世 近世 近世末期 近代
第１種（事物の限定） のみ ばかり ばかり ばかり だけ（･ ばかり）だけ（･ ばかり）























































バカリ類 バッカリヨリ ヨリ類 ホカ類 ダケ類 シカ類 キリ類
事 物 限 定 用 法 0 0 0 0 5 － 0 
事 態 限 定 用 法 4 0 0 0 0 － 0 
成 句 的 な も の 11 0 2 0 0 0 0 
シ カ 的 用 法 0 1 0 0 0 1 0 
























































































バカリ類 ヨリ類 ホカ類 ダケ類 ダケシカ シカ類 キリ類
事 物 限 定 用 法 4 0 0 12 0 － 0 
事 態 限 定 用 法 18 0 0 0 0 － 0 
成 句 的 な も の 0 0 0 0 0 0 0 
シ カ 的 用 法 0 0 0 0 2 3 0 






































































バカリ類 ヨリ類 ヨリホカ ホカ類 ダケ類 ダケシカ シカ類 キリ類
事 物 限 定 用 法 3 0 0 0 19 0 － 1 
事 態 限 定 用 法 7 0 0 0 3 0 － 0 
成 句 的 な も の 0 1 0 0 1 0 0 4 
シ カ 的 用 法 0 0 2 0 0 1 2 0 
とりたて以外の用法 0 11 1 7 6 0 0 0 
表４　『昔話（京都）』に見られるとりたて助詞
バカリ類 ヨリ類 ヨリホカ ホカ類 ダケ類 ダケシカ シカ類 キリ類
事 物 限 定 用 法 3 0 0 0 23 0 － 1 
事 態 限 定 用 法 13 0 0 0 4 0 － 0 
成 句 的 な も の 0 0 0 0 0 0 0 3 
シ カ 的 用 法 0 1 0 0 0 0 0 0 
とりたて以外の用法 7 7 0 9 4 0 0 0 
　シカ的用法は、『昔話（大阪）』では泉北・泉南地方の昔話に「ダケシカ」１例と「ヨ
リホカ（ニ）」が２例使われている。「ヨリホカ（ニ）」が使われたのは『方言文法全国
地図』のホカの使用域と同じ和泉だが、「ヨリ」との混淆形「ヨリホカ」の形である点、
また（13）は「に」を必要としている点で、限定のとりたて助詞としてはヨリに重点があ
り、ホカは「他にない」の意味を添えるための名詞の性格が強いものだと思われる。
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　（13）会話文：「えっ、そら小板屋という名まえの家はありま。せやけど、小吉という
名まえは、キツネよりほかにございまへん。」（『昔話（大阪）』46話、泉北・
泉南地方）
　（14）地の文：惣平はおどろいて、生きた心地もなく、今はもうみ仏にすがるよりほか
ないと、手を合わせて念仏をとなえ、おぼうさんにすがったんや。（『昔話（大
阪）』52話、泉北・泉南地方）
　また『昔話（京都）』では「シカ」・「ダケシカ」が一度も使われず、唯一出現したシ
カ的用法の用例は（15）の丹後の「ヨリ」だけ、それも「xヨリXない」の構文である。
　（15）地の文：三ネモにあたってみるよりしようがない、と娘姿に身をやつし、大呂の
村におりていったげな。（『昔話（京都）』３話、丹後地方）
　この（15）の構文が、成句的な要素「しようがない」を後部に持つ「xヨリXない」で
あって、「xヨリない」ではないという点で、この「ヨリ」の用例はシカ的限定用法の一
段階古いものとみなせる。『方言文法全国地図』の段階では丹後地方は「ホカ」の使用地
域であることを合わせて考えると、昔話としては自分たちの使用するものよりも古いと認
識されているもの（ここでは「ヨリ」）が使われた可能性もあるかもしれない。
　これらのことから、この昔話資料は子ども用に編まれた「昔話」の本という性格上、昔
話らしさを出すためにやや古めかしい言い回しが好まれた可能性があるといえそうだ。
　ダケ類とバカリ類の関係に注目すると、事態限定用法にもダケ類が使われていることが、
前節までに見た資料と異なっている。事物限定用法のものとして定着したダケ類が、バカ
リ類と同様に事態限定用法にも広がる段階に入ったか、あるいはシカの定着に伴って事物
か事態かの別が意味を失ってきたと考えられる。ただし、こうした事態限定用法のダケは
（16）（17）のように地の文に出現し、会話文の例はない。
　（16）地の文：土がからからにひびわれ、作物が土の中に消えていくのを、ただおろお
ろとながめるだけで、飲み水にも困る苦しいつらい毎日だったそうな。（『昔話
（大阪）』33話、中・南河内地方）
　（17）地の文：その嫁さん、きりょうはええだし、気だてはええだし、嫁に来た日は元
気げで、ええ顔しとった嫁さんが、日がたつにつれて一日一日と顔色が悪なるだ
けで、むこさんが心配して、（『昔話（京都）』21話、丹後地方）
　なお、この資料ではキリ類も使われている。地の文であることに注意すると、全国共通
語の「限り」を意味する接尾辞が部分的にダケ類の用法（分量や事物限定用法）と重なっ
て取り入れられたものか。ただし大阪・京都に各１例しかなく、優勢な形式とはいえない。
また（20）のように、共通語ならば「きり」で表現してもおかしくない文脈で「ダケデ」
を用いていることから考えても「キリ」は限定のとりたて助詞として大阪方言・京都方言
に定着しているとはいいがたい。
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　（18）地の文：つぎつぎにやってくる嫁入り話に、もっともっと、よい話があるやろう
と待ちながら、親子三人きりで、つつましく、平和な暮らしをしていたというこ
とや。（『昔話（大阪）』54話、泉北・泉南地方）
　（19）地の文：言うたきり、庄ヱ門さんがひとつも食べようとせんもんださかい、おか
みさんは、おかしげな人だ、えんりょしとんかいな思て、（『昔話（京都）』22
話、丹後地方）
　（20）ときくと、おじいはにんまりわろて、それだけでひとことも話さんのや。（『昔
話（大阪）』17話、北河内地方）
３．まとめ
　以上、３種類の大阪方言・京都方言の資料を用いて、限定のとりたて助詞の使用傾向を
見てきた。1900年前後生まれの大阪・京都各地の方言話者の談話資料からは、限定のとり
たて表現において、バカリ類が事態限定用法に、ダケ類が事物限定用法に偏った、相補的
な関係が成立していることが確認できた。昔話資料では、ややこの関係が崩れており、ダ
ケ類が事態限定用法にもわずかに見られた。ダケ類が事物限定用法で定着したあと、事態
限定用法にも広がる段階に入ったか、あるいはシカの定着に伴って事物か事態かという区
分が無意味になりはじめた段階と考えられる。
　また『全国方言資料』と昔話資料においては、さまざまな制約があるうえ用例もわずか
だが、シカ的限定用法に混淆形「バッカリヨリ」、「ヨリホカ」、あるいは「ヨリ」が使
用されていることも確認できた。これらの資料に記録された各形式の使用状況は、シカ的
限定用法が「シカ」専用に移行していく途中の、各地域での過渡的な現象であったと考え
られる。
【注】
１　宮地（2003）180頁の（1）を一部改変し、小柳（2003）、宮地（2003）の記述内容を
追加して作成した。
２　意味不詳の「シカ」１例を集計から除外した。いいさしか。
　　Ｃ：アカイ　ケットーキシカ　アノ　コー　キヨッタンデス　ワ。（観音堂、1894年
生、女性）
３　ただし現在は「ブン（分）」との競合があると思われる。「ダケ」と「ブン」の関係
については今後の課題としたい。
４　編集方針と詳細情報は、『読みがたり　京都のむかし話』の「あとがき」（249-251
頁）、および『読みがたり　大阪のむかし話』の「あとがき」（254頁）による。な
お、例文に付した「１話」「54話」等の番号は、各巻末の「大阪のむかし話地図」
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（252-253頁）、「京都のむかし話地図」（252-253頁）による。
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